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２つの小河川に住む生物相の違いとその要因に

関する研究  

-水生生物を減少させる最大の要因は   

   取水関による止水域の増加である- 

 

兵庫県立香寺高等学校 自然科学部  

３年黒田有梨 ２年藤原紅葉 松本篤哉  

１．はじめに 

過去の先輩方の調査で香寺高校の近くに流れ

る恒屋川の底生生物は非常に少ないことが指摘

されていた。しかし昨年、2005年に出版の香寺

町史を紐解いて、かつて恒屋川は自然豊かな川

であったとする記述を見つけた。なぜ恒屋川の

生物は減少したのか。底生動物が多い須加院川

と比較研究することで環境悪化の要因を突き止

めることが出来れば、河川の自然環境を改善す

る方策を提言できると考え調査を行った。 

２．調査地点 

調査を行った須加院川と恒屋川は兵庫県南西

部を流れる市川の支流で、南流 

して市川下流部に合流している 

（図１）。 

両河川にそれ 

ぞれ５カ所の 

調査定点を設 

けて研究を行 

った（図２）。 

     図 1 両河川の位置   図 2 調査地点 

３．仮説 

先行研究を学習して、河川の生物にとって水温

の上昇は非常にダメージが大きいことと、それ

を防ぐために日陰を作る川岸の植生の存在が重

要であることを知った。そして、地元の人への

聞き取り調査において、かつて恒屋川の両岸は

竹林であったことを突き止めた。以上の予備知

識に基づいて以下の仮説を立てた。 

（１） 恒屋川は、須加院川に比べて河川の勾配

が緩く、かつ水の流量が少ない。 

（２） （１）から、夏季に川の水温が上昇し、

溶存酸素が減少する。 

この要因が恒屋川の水生生物を減少させた。 

４．調査方法と結果 

河川勾配図の作成 表１、表２のデータに基づ

いて河川勾配図を作成した（図３、図４）。デ

ータおよび勾配図から恒屋川の勾配が須加院川

よりも緩いことが判明した。この結果は仮説を

支持するものとなった。 

 

 

 

表１ 須加院川の河川勾配  表２ 恒屋川の河川勾配 

図３ 須加院川の勾配  図４恒屋川の勾配 

水流量の比較 両河川に設定した 5つの調査地点

の取水関において、コンクリート貼りで河床が平

坦な部分を利用して水流量を測定した。測定箇所

にメジャーを張り渡して、一定区間ごとに流速と

水深を測定し、各区間の断面積に流速を乗じて測

定区間を流れる水流量を求めた。水流量の測定中

に、降雨などによる水位

の大きい変化はなかった。  

図 5から、中流域から

下流域にかけては、須加

院川 の水量が恒屋川よ

りも２～３倍多いことが

わかる。恒屋川の河川勾 図 5 両河川の流量 

配が緩いこととあわせて、恒屋川では夏季水温が

須加院川よりも高くなる可能性があることが分か

った。自然の状態では、河川の水量は下流側に移

行する過程で次第に増加するだろう。しかし、須

加院川では調査地点３で急激に増加した後再び減

少し、恒屋川では調査地点５で大きく減少してい

る。両河川ともに、水利による不自然な減水と増

水があることがわかる。  

水温の比較 図 6に示すよう 

に最高最低温度計を孔をあけ 

たプラスチック容器に入れて 

各調査地点の河床礫の間隙に 

埋設し、2016年の 1月か 図 6 温度計と収容ケース 

ら１カ月ごとに取り上げて各月の最高最低水温を

記録した。１月の最高水温を図７に、最低水温を

図８に示す。８月の最高水温を図９に、最低水温

を図 10に示す。１月の最高気温は両河川に大きな

違いはないが、最低水温は３地点で恒屋川が低か

った。８月は最高最低水温ともに３地点で恒屋川

が高かった。恒屋川は須加院川と比較して冬季に

は低温で夏季には高温になる流域が多いという結

果である。この結果は、恒屋川の水が、寒暖の差

が大きい気温の影響を強く受けているためと考え

られ、 仮説を裏付けるものとなった。水量の少な

い両河川の水系には、多くの農業用ため池があり、

それらからの水の流入など人為的な攪乱による水

恒屋川 上流域 中流域 下流域

調査地点 ①～② ②～④ ④～⑤
標高（m） 147.1／89.2 89.2／60 60／38.8
高低差（m） 57.9 29.2 21.2
直線距離（m） 2268 2769 3362
河川勾配（度） 1.4624 0.6041 0.3613

須加院川 上流域 中流域 下流域

調査地点 ①～② ②～③ ③～⑤
標高（m） 129.9／92.8 92.8／62.7 62.7／42.1
高低差（m） 37.1 30.1 20.6
直線距離（m） 1043 1607 1987
河川勾配（度） 2.037 1.073 0.594
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温の変動もあると考えている。  

 

 

 

 

 

図 7 １月の最高水温      図 8 １月の最低水温 

図 9 ８月の最高水温      図 10 ８月の最低水温 

溶存酸素の比較 2016 年 8 月 23 日に各調査地

点において水中の溶存酸素と水温を測定した。  

図 11と図 12を比較すると、この日の両河川の

水温、溶存酸素ともに大きい違いがなかった。

調査地点２と４においては、水温は変わらない

けれど、溶存酸素は恒屋川が多い。この結果は

私たちの立てた仮説を否定するものであった。 

図 11 両河川の溶存酸素 図 12 両河川の水温 

化学的酸素要求量（COD) の比較  

 2016年 3月 5日に各調査地点においてパック 

テストを用いて CODを測 

定した。地点 No3と No5 

では、恒屋川の値が高い 

が、No1と No2では低く、 

この結果から有機汚濁が 

恒屋川の生物相に影響し 図 13 両河川の COD 

ているとは考えられない。また、須加院川の No1 

と No2は清冽な水が流れているにもかかわらず 

CODが高いことに疑問が残った。  

電気伝導度（CD）の比較 2016 年 2 月 23 日に

各調査地点において 

電気伝導度を測定した。 

地点 No2 No3 No4 で 

恒屋川の値が高かった。  

図 11に示した CODの測 

定結果から、これらの  図 12 両河川の CD 

地点で恒屋川の電気伝導度が高かったことが有

機汚濁に起因するとは考えられない。          

水素イオン濃度（ｐH)の比較  2016 年 3 月 5

日か 8月 2日にかけて、月ごとに１回、各調査

地点で水素イオン濃度を測定した。5月 27日測

定以降は全ての調査地点において 6.8～7.2 の範

囲内で、中性に近い状態だった。一方、春季には

3月 5日と 3月 31日の測定では両河川の複数の地

点で 7.4または 7.4以上を記録した。その地点の

周囲に水田があることから、塩基性となった原因

は、水田に入れた石灰の流入にあると考えている。 

須加院川も塩基性になっていることから、これが

恒屋川の生物を減少させた要因とは考えにくい。 

５．新しい発見と仮説  

2016 年 4 月 30 日、恒屋川の調査地点 No2 におい

て平瀬であった調査地点が濁流のたまるプールの様

になっていた（図 13）（図 14）。この時、田植えの時期

に井関に板がはめ込まれ、止水のプールが出現する

事に気づいた。そして新たな３つ目の仮説をたてた。 

（３） 須加院川に比べて恒屋川では、取水関の湛 

水によって止水域となる範囲が広いため、流

水に住む水生生物が減少した。 

 

 

 

 

 

図 13 12 月の恒屋川 No2  図 14 4 月の恒屋川 No2 

６．調査方法と結果 

取水関による止水域の比較  2016年 7月 9日か 

ら 8月 5日にかけて、須加院川と恒屋川の全域を

視察し、両河川の止水域を地図上に赤線で記した。

恒屋川では水域の半分近くが止水域で、連続して

いる区間が長く、須加院川では止水域が短く分断さ

れていることがわかった（図 15）。さらに、恒屋川は濁

りが強く止水域の河床には泥が堆積しているが、須

加院川の止水域は泥の堆積が少なく礫が目詰まりを

起こしていないことがわかった（図 16）（図 17）。 

 

 

 

 

 

                   図 16 恒屋川の河床 

 

 

 

 

 

 

図 15 両河川の止水域    図 17 須加院川の河床

７．まとめ 

 以上の調査結果から、過度の利水による止水域の

増加と水田から入った泥の堆積が恒屋川の水生生

物を減少させたと判断する。 
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